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日
本
の
製
造
業
メ
ー
カ
ー
の
国
際
競

争
力
が
低
下
す
る
原
因
と
し
て
、
「
日

本
企
業
は
手
広
く
い
ろ
い
ろ
な
事
業
を

展
開
し
、
伸
び
る
事
業
に
集
約
で
き
て

い
な
い
」
と
い
う
主
張
を
よ
く
見
か
け

る
。
果
た
し
て
そ
れ
は
本
当
だ
ろ
う

か
？
　
当
時
と
状
況
が
異
な
る
と
は
言

え
、
日
本
企
業
が
か
つ
て
得
意
と
し
、
事
業
と

し
て
切
り
離
し
て
い
っ
た
半
導
体
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
、
デ
ジ
タ
ル
機
器
、
家
電
は
世
界
中
に

広
が
っ
て
需
要
は
好
調
。
日
本
に
と
っ
て
は

「
逃
し
た
魚
」
状
態
に
な
っ
て
い
る
。
事
業
を

集
約
す
る
と
い
う
の
は
目
先
の
市
場
で
は
聞
こ

え
は
い
い
が
、
み
す
み
す
成
長
産
業
を
逃
す
こ

と
に
は
な
ら
な
い
か
。
日
本
の
企
業
に
必
要
な

の
は
、
手
放
す
と
い
う
安
易
な
選
択
で
は
な

く
、
伸
ば
し
て
稼
ぐ
こ
と
。
無
責
任
に
聞
こ
え

た
ら
申
し
訳
な
い
が
、
本
質
は
そ
う
だ
▼
い
ま

世
界
中
で
Ｍ
＆
Ａ
が
活
況
だ
。
Ｍ
＆
Ａ
は
、
自

社
に
必
要
な
製
品
や
技
術
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

買
収
と
い
う
形
で
手
に
入
れ
、
自
社
を
強
く
す

る
こ
と
。
も
ち
ろ
ん
自
社
の
立
ち
位
置
が
き
ち

ん
と
定
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
大
前
提
だ
が
、
手

放
す
の
で
は
な
く
、
手
に
入
れ
る
の
が
現
在
の

ト
レ
ン
ド
と
な
っ
て
い
る
。
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
Ｍ
を
は

じ
め
、
シ
ー
メ
ン
ス
や
Ａ
Ｂ
Ｂ
、
シ
ュ
ナ
イ
ダ

ー
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
、
ロ
ッ
ク
ウ
ェ
ル
オ
ー
ト

メ
ー
シ
ョ
ン
と
い
っ
た
Ｆ
Ａ
領
域
の
主
要
プ
レ

イ
ヤ
ー
た
ち
も
、
Ｍ
＆
Ａ
を
積
極
的
に
進
め
、

必
要
な
も
の
を
取
り
込
む
こ
と
で
強
く
な
り
、

時
代
の
変
化
に
ビ
ジ
ネ
ス
を
合
わ
せ
て
い
っ

た
。
日
本
で
よ
く
言
わ
れ
る
よ
う
な
集
約
・
集

中
と
は
真
逆
の
発
想
だ
▼
今
と
こ
れ
か
ら
の
日

本
の
製
造
業
に
必
要
な
の
は
「
融
合
」
し
て
強

く
な
る
こ
と
だ
。
不
要
な
も
の
は
集
約
、
切
り

離
す
一
方
で
、
必
要
な
も
の
は
外
部
か
ら
取
り

込
む
。
そ
し
て
既
存
事
業
と
融
合
さ
せ
て
シ
ナ

ジ
ー
を
生
む
。
こ
れ
を
行
う
こ
と
が
競
争
力
の

強
化
に
つ
な
が
る
。
中
小
企
業
の
場
合
は
、
い

ま
は
独
立
経
営
を
続
け
な
が
ら
も
、
自
社
の
強

さ
や
長
所
を
生
か
せ
る
グ
ル
ー
プ
に
入
る
こ
と

も
将
来
的
な
選
択
肢
に
入
れ
て
お
く
。
大
企
業

の
リ
ソ
ー
ス
を
う
ま
く
使
う
こ
と
で
、
こ
れ
ま

で
難
し
か
っ
た
こ
と
、
で
き
な
か
っ
た
こ
と
も

で
き
る
よ
う
に
な
る
。
先
日
の
Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
Ｓ
で

の
日
立
製
作
所
が
好
例
だ
。
２
０
１
９
年
か
ら

Ｍ
＆
Ａ
で
グ
ル
ー
プ
に
参
画
し
た
Ｆ
Ａ
企
業
の

技
術
と
、
自
社
の
技
術
を
融
合
し
た
デ
モ
ラ
イ

ン
を
初
め
て
披
露
し
、
次
の
日
立
グ
ル
ー
プ
が

取
り
組
む
戦
略
を
明
確
に
し
た
。
そ
れ
と
同
時

に
、
そ
の
た
め
の
新
会
社
「
日
立
オ
ー
ト
メ
ー

シ
ョ
ン
」
の
設
立
も
発
表
し
た
。
日
立
グ
ル
ー

プ
の
、
取
り
込
ん
で
、
融
合
さ
せ
、
集
約
し

て
、
強
く
な
る
。
こ
の
動
き
に
は
注
目
だ
。

日本の製造業に必要なのは「融合」　取り込み・融合して強くなる

　
若
手
技
術
者
の
中
に
は
い
わ
ゆ
る

「
口
だ
け
」
の
方
が
い
ま
す
。
こ
れ

は
本
人
に
悪
気
が
あ
る
わ
け
で
は
な

く
、
自
分
の
意
見
を
述
べ
る
こ
と
に

重
点
を
置
い
て
い
る
だ
け
の
事
で
あ

り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
自
ら
の
存
在
価

値
を
見
い
だ
そ
う
と
し
て
い
る
一
種

の
防
衛
反
応
で
す
。

　
し
か
し
問
題
な
の
は
、
言
う
だ
け

な
の
は
誰
で
も
で
き
る
一
方
、
「
重

要
な
の
は
そ
れ
を
実
行
で
き
る
か
否

か
」
と
い
う
事
実
で
す
。
何
か
を
前

に
進
め
る
に
あ
た
り
、
技
術
者
の
間

で
議
論
し
、
方
向
性
を
決
め
る
の
は

大
切
な
こ
と
で
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
議
論
の
中
で
発

言
す
る
だ
け
で
仕
事
が
前
に
進
む
の

が
当
た
り
前
と
い
う
誤
解
を
若
手
技

術
者
の
う
ち
に
し
て
し
ま
う
と
、
そ

の
技
術
者
は
将
来
、
技
術
者
で
は
な

く
評
論
家
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で

す
。
そ
し
て
評
論
家
の
技
術
者
は
以

下
の
よ
う
な
言
動
が
目
立
つ
よ
う
に

な
り
、
早
い
段
階
で
戦
力
外
に
な
っ

若
手
技
術
者
が
口
ば
か
り
で
動
か
な
い

て
い
き
ま
す
。
※
技
術
者
に
と
っ
て

回
避
し
た
い
丸
投
げ
思
考

　
で
は
、
口
ば
か
り
に
な
り
が
ち
な

若
手
技
術
者
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う

な
課
題
を
示
せ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う

か
。口

だ
け
の
技
術
者
か

そ
う
で
な
い
か
は

技
術
評
価
計
画
を
立
案

さ
せ
れ
ば
す
ぐ
に
わ
か
る

　
結
論
か
ら
述
べ
る
と
、
「
技
術
評

価
計
画
を
立
案
さ
せ
る
」
と
い
う
の

が
取
り
組
ま
せ
る
べ
き
最
初
の
課
題

と
な
り
ま
す
。
例
え
ば
若
手
技
術
者

が
、
「
そ
れ
に
つ
い
て
は
○
○
を
示

せ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
」
「
こ
の
事

実
を
証
明
す
る
に
は
、
×
×
を
行
え

ば
い
い
と
思
い
ま
す
」
と
い
っ
た
場

合
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
そ
の
発
言
に

応
じ
て
「
で
は
、
そ
の
案
を
具
体
的

に
ど
の
よ
う
に
行
う
べ
き
か
、
詳
細

を
含
め
技
術
評
価
計
画
を
立
案
せ

よ
」
と
命
じ
る
の
で
す
。

　
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
見
る
べ
き
ポ
イ

ン
ト
は
以
下
の
通
り
で
す
。

・ 

目
的
に
対
し
、
取
得
し
た
い
ア
ウ

ト
プ
ッ
ト
が
明
確
か
。
↓
目
的
到

達
に
必
要
な
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
が
示

さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
し
ま
す
。

・ 

必
要
な
評
価
が
俯
瞰
的
に
網
羅
さ

れ
て
い
る
か
。
↓
行
お
う
と
し
て

い
る
評
価
に
抜
け
漏
れ
が
な
い
か

を
確
認
し
ま
す
。

・ 

技
術
評
価
手
順
は
明
確
か
。
↓
細

か
い
と
こ
ろ
ま
で
記
載
さ
れ
、
何

を
や
ろ
う
と
し
て
い
る
か
明
確
に

な
っ
て
い
る
か
。

　
こ
の
辺
り
が
明
文
化
で
き
る
発
言

で
あ
れ
ば
、
「
そ
れ
は
評
論
で
は
な

く
、
立
派
な
技
術
提
案
」
に
な
り
ま

す
。
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
そ
れ
に
対
し

真
摯
に
内
容
を
精
査
し
、
評
価
を
実

行
す
る
か
否
か
の
承
認
判
断
を
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
そ
し
て
こ
の
辺
り
が
か
け
る
若
手

技
術
者
は
、
そ
の
後
、
他
の
企
業
を

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
指
示
書
や
依
頼

書
を
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
も
、
「
若

手
技
術
者
だ
か
ら
口
ば
か
り
で
中
身

が
伴
っ
て
い
な
い
」
と
決
め
つ
け
る

の
で
は
な
く
、
技
術
評
価
計
画
を
き

ち
ん
と
立
案
で
き
る
か
否
か
を
見
極

め
、
も
し
そ
れ
が
で
き
る
よ
う
で
あ

れ
ば
責
任
あ
る
仕
事
を
任
せ
、
即
戦

力
に
す
る
と
い
う
一
種
の
英
才
教
育

に
近
い
技
術
者
育
成
計
画
が
必
要
に

な
る
と
考
え
ま
す
。

　
そ
の
一
方
で
、
技
術
評
価
計
画
が

書
け
な
い
若
手
技
術
者
は
戦
力
に
な

り
ま
せ
ん
（
恐
ら
く
80
％
以
上
の
若

手
技
術
者
は
全
く
書
け
な
い
と
思
い

ま
す
）
。

　
「
技
術
評
価
計
画
の
書
け
な
い
提

案
や
発
言
内
容
で
は
業
務
は
前
に
進

ま
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
通
達
し
、

技
術
評
価
計
画
を
何
度
も
出
し
直
さ

せ
る
一
方
、
何
度
や
っ
て
も
で
き
な

い
と
な
っ
た
段
階
で
、
ま
だ
そ
の
フ

ェ
ー
ス
に
な
い
（
実
行
力
が
な
い
）

技術評価計画を立案させる

製造業・世界と戦う担い手づくり
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こ
と
を
理
解
さ
せ
、
目
の
前
の
仕
事

に
取
り
組
む
よ
う
指
示
を
出
す
こ
と

が
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
し
て
必
要
な
対

応
で
す
。
口
だ
け
と
思
っ
た
若
手
技

術
者
が
思
わ
ぬ
戦
力
に
成
長
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
う
い
う
意
味
で
も
、
頭
ご
な
し

に
決
め
つ
け
る
の
で
は
な
く
、
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
も
そ
の
力
量
を
図
る
チ
ャ

ン
ス
を
与
え
る
と
い
う
こ
と
を
忘
れ

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

吉田　州一郎
（よしだ　しゅういちろう）
　FRP Consultant株式会社
　代表取締役社長
　福井大学非常勤講師
　FRP（繊維強化プラスチック）を用
いた製品の技術的課題解決、該関連
業界への参入を検討、ならびに該業

界での事業拡大を検討する企業をサポートする技術コン
サルティング企業代表。現在も国内外の研究開発最前線
で先導、指示するなど、評論家ではない実践力を重視。
複数の海外ジャーナルにFull paperを掲載させた高い専
門性に裏付けられた技術サポートには定評がある。

３
月
９
日
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で

３
月
１
日
か
ら

オ
ン
ラ
イ
ン
先
行
開
催

　
世
界
最
大
規
模
の
ロ
ボ
ッ

ト
技
術
と
サ
ー
ビ
ス
の
専
門

展
示
会
「
２
０
２
２
国
際
ロ

ボ
ッ
ト
展
（
ｉ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
２
０

２
２
）
」
（
主
催
：
日
本
ロ

ボ
ッ
ト
工
業
会
、
日
刊
工
業

新
聞
社
）
が
、
３
月
１
日
に

オ
ン
ラ
イ
ン
で
、
３
月
９
日

か
ら
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で

開
幕
す
る
＝
写
真
。

　
前
回
の
２
０
１
９
年
は
、

６
３
７
社
が
出
展
し
、
来
場

者
は
14
万
人
を
超
え
る
大
イ

ベ
ン
ト
と
な
っ
た
。
今
回
は

「
ロ
ボ
ッ
ト
が
つ
な
ぐ
人
に

優
し
い
社
会
」
を
テ
ー
マ

に
、
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
を
は

じ
め
、
サ
ー
ビ
ス
ロ
ボ
ッ

ト
、
関
連
サ
ー
ビ
ス
な
ど
ロ

ボ
ッ
ト
に
ま
つ
わ
る
製
品
・

サ
ー
ビ
ス
、
技
術
が
世
界
中

か
ら
集
ま
っ
て
展
示
さ
れ

る
。

　
ま
た
講
演
・
セ
ミ
ナ
ー
、

ウ
ェ
ビ
ナ
ー
も
連
日
数
多
く

行
わ
れ
る
予
定
。
３
月
９
日

13
時
〜
西
３
ホ
ー
ル
ス
テ
ー

ジ
Ａ
で
は
、
「
『
ｉ
Ｒ
Ｅ
Ｘ

ロ
ボ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０

２
２
』
〜
社
会
が
求
め
る
ロ

ボ
ッ
ト
、
そ
し
て
変
わ
る
社

会
〜
」
と
題
し
、
安
川
電

機
、
フ
ァ
ナ
ッ
ク
、
川
崎
重

工
業
、
不
二
越
、
Ａ
Ｂ
Ｂ
、

Ｋ
Ｕ
Ｋ
Ａ
と
い
っ
た
大
手
ロ

ボ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
と
ロ
ボ
ッ

ト
Ｓ
Ｉ
ｅ
ｒ
、
ユ
ー
ザ
ー
企

業
を
招
い
て
働
き
方
や
人
手

不
足
に
係
る
ロ
ボ
ッ
ト
活
用

な
ど
に
つ
い
て
発
表
が
行
わ

れ
る
。

　
今
回
は
オ
ン
ラ
イ
ン
と
リ

ア
ル
展
の
併
催
と
な
り
、
オ

ン
ラ
イ
ン
は
３
月
１
日
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
、
18
日
ま
で
開

催
。
リ
ア
ル
展
は
３
月
９
日

か
ら
12
日
ま
で
東
京
ビ
ッ
グ

サ
イ
ト
東
１
〜
８
ホ
ー
ル
／

西
３
・
４
ホ
ー
ル
を
使
っ
て

行
わ
れ
る
。

２
０
２
２
国
際
ロ
ボ
ッ
ト
展

納
期
遅
延
も
好
調
維
持

受
注
先
取
り
し
勢
い
継
続

21
年
度 

Ｆ
Ａ
・
制
御
機
器
、産
業
用
電
気
機
器
出
荷

　
半
導
体
を
は
じ
め
と
す
る
部
材
不
足
で
納
期
遅
れ
が
発
生
し
て
い
る
Ｆ
Ａ
・
制
御
機
器
だ
が
、
２
０
２
１
年
度
の
出
荷

状
況
は
順
調
に
推
移
し
て
い
る
。
好
景
気
だ
っ
た
２
０
１
７
年
・
18
年
度
に
は
及
ば
な
い
が
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
19
年
度
を

上
回
っ
て
い
る
。
受
注
も
順
調
で
、
22
年
度
上
期
や
23
年
度
分
の
受
注
も
す
で
に
多
く
入
っ
て
い
る
。
見
込
み
発
注
、
ダ

ブ
ル
発
注
へ
の
懸
念
は
残
る
が
、
こ
の
ま
ま
い
け
ば
21
年
度
は
好
調
、
22
年
度
も
上
期
も
勢
い
は
持
続
し
そ
う
だ
。

Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ａ
21
年
度
第
３
四
半
期
出
荷
統
計

４
期
連
続
で
前
年
度
超
え

Ｊ
Ｅ
Ｍ
Ａ
21
年
度
第
３
四
半
期
出
荷
実
績

17
年
度
に
次
ぐ
金
額
記
録

　
日
本
電
気
制
御
機
器
工
業

会
（
Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ａ
）
の
出
荷
統

計
に
よ
る
と
、
２
０
２
１
年

度
第
３
四
半
期
の
出
荷
総
額

は
、
前
年
同
期
比
16
・
８
％

増
の
１
８
２
２
億
円
。
20
年

度
第
３
四
半
期
か
ら
４
期
連

続
の
１
０
０
％
超
え
と
な
っ

た
。
ま
た
コ
ロ
ナ
禍
前
の
19

年
度
と
比
べ
て
も
１
８
３
億

円
増
と
な
っ
た
。

　
品
目
別
で
は
、
５
大
品
目

（
操
作
用
ス
イ
ッ
チ
、
検
出

用
ス
イ
ッ
チ
、
制
御
用
リ
レ

ー
、
Ｐ
Ｌ
Ｃ
／
Ｆ
Ａ
、
制
御

用
専
用
機
器
）
す
べ
て
で
前

年
同
期
比
で
１
０
０
％
超

え
。
19
年
度
と
の
比
較
で
も

上
回
っ
た
。
操
作
用
ス
イ
ッ

チ
は
28
・
７
％
増
の
１
１
８

億
６
９
０
０
万
円
、
検
出
用

ス
イ
ッ
チ
は
19
・
６
％
増
の

３
０
３
億
２
２
０
０
万
円
、

制
御
用
リ
レ
ー
は
19
・
１
％

増
の
４
４
８
億
２
０
０
０
万

円
、
Ｐ
Ｌ
Ｃ
／
Ｆ
Ａ
は
12
・

３
％
増
の
６
１
３
億
２
０
０

万
円
、
制
御
用
専
用
機
器
は

15
・
９
％
増
の
３
３
８
億
９

０
０
０
万
円
と
な
っ
た
。

　
仕
向
地
別
で
は
、
国
内
・

輸
出
と
も
に
好
調
。
国
内
が

19
・
８
％
増
の
１
０
７
８
億

５
０
０
万
円
、輸
出
が
12・
６

％
増
の
７
４
３
億
９
８
０
０

万
円
と
な
っ
た
。
輸
出
比
率

は
40
・
８
％
で
全
地
域
で
好

調
だ
が
、
特
に
欧
州
が
21
・

１
％
増
の
１
５
８
億
７
３
０

０
万
円
と
高
い
伸
び
を
示
し

た
。ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
は

13
・
１
％
増
の
４
７
１
億
５

３
０
０
万
円
、
う
ち
中
国
は

12
・
２
％
増
の
１
８
３
億
２

９
０
０
万
円
。
北
米
は
２
・

６
％
増
に
と
ど
ま
る
１
１
２

億
９
３
０
０
万
円
だ
っ
た
。

　
日
本
電
機
工
業
会
（
Ｊ
Ｅ

Ｍ
Ａ
）
の
産
業
用
汎
用
電
機

機
器
の
出
荷
実
績
で
は
、
21

年
度
第
３
四
半
期
の
出
荷
金

額
は
、
17
％
増
の
２
３
１
８

億
円
。
第
３
四
半
期
だ
け
の

数
値
で
見
る
と
、
10
年
度
以

降
で
は
17
年
度
に
続
く
過
去

２
番
目
の
出
荷
金
額
と
な
っ

た
。

　
品
目
別
で
は
、
回
転
・
駆

動
機
器
は
26
・
９
％
増
の
８

６
５
億
円
。
三
相
誘
導
電
動

機
（
75 

kW
以
下
）
は
10
・
４

％
増
の
１
６
２
億
６
７
０
０

万
円
、
汎
用
イ
ン
バ
ー
タ
は

12
・
８
％
増
の
１
７
０
億
７

４
０
０
万
円
、
サ
ー
ボ
モ
ー

タ
（
ア
ン
プ
を
含
む
）
は
38

・
７
％
増
の
５
３
２
億
４
０

０
万
円
と
な
っ
た
。

　
配
電
・
制
御
機
器
が
15
・

５
％
増
の
９
６
８
億
円
。
標

準
変
圧
器
（
２
０
０
０
ｋ
VA

以
下
）
は
18
％
増
の
２
２
４

億
９
３
０
０
万
円
、
Ｕ
Ｐ
Ｓ

（
30
ｋ
VA
以
下
）
は
９
・
６

％
減
の
41
億
８
１
０
０
万

円
、
コ
ン
デ
ン
サ
は
９
・
５

％
増
の
16
億
１
２
０
０
万

円
、
プ
ロ
グ
ラ
マ
ブ
ル
コ
ン

ト
ロ
ー
ラ
は
13
・
１
％
増
の

３
６
１
億
３
０
０
０
万
円
、

電
磁
開
閉
器
は
25
・
７
％
増

の
73
億
７
５
０
０
万
円
、
低

圧
遮
断
器
は
19
・
９
％
増
の

２
５
０
億
２
１
０
０
万
円
。

そ
の
他
機
器
が
４
・
９
％
の

４
８
５
億
円
と
な
っ
た
。

　
制
御
機
器
、
配
電
機
器

は
、
部
材
不
足
や
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
る
物
流
の
停
滞
等
で
納

期
遅
延
が
発
生
し
て
い
る

が
、
市
場
自
体
は
半
導
体
の

増
産
に
向
け
た
フ
ァ
ブ
増
設

と
半
導
体
製
造
装
置
の
需

要
、
人
手
不
足
や
非
接
触
に

よ
る
ロ
ボ
ッ
ト
や
自
動
機
の

需
要
増
加
、
脱
炭
素
と
電
気

自
動
車
の
増
加
に
備
え
る
た

め
の
Ｅ
Ｖ
充
電
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
設
置
な
ど
、
直
近
、
中
長

期
的
な
視
点
か
ら
も
ネ
タ
に

は
事
欠
か
な
い
状
態
に
あ

る
。
そ
の
一
方
で
、
揺
り
戻

し
で
厳
し
い
年
は
必
ず
や
っ

て
く
る
。
需
要
好
調
で
は
あ

る
が
、
そ
の
な
か
で
も
成
長

鈍
化
と
踊
り
場
へ
の
備
え
が

必
要
に
な
る
。

４
月
に
２
販
社
統
合

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
力
強
化

三菱電機
　
三
菱
電
機
は
、
関
東
地
区

に
お
け
る
Ｆ
Ａ
事
業
を
主
力

と
す
る
販
売
子
会
社
、
千
代

田
三
菱
電
機
機
器
販
売
（
東

京
都
千
代
田
区
、
南
公
敏
社

長
）
と
清
康
社
（
横
浜
市
中

区
、
土
屋
敦
彦
社
長
）
を
統

合
し
、
関
東
全
域
を
主
な
販

売
エ
リ
ア
と
す
る
新
会
社

「
三
菱
電
機
イ
ン
ダ
ス
ト
リ

ア
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
」

（
横
浜
市
中
区
富
士
見
町
３

―
２
、
資
本
金
１
億
円
、
従

業
員
数
約
２
３
０
人
）
を
２

０
２
２
年
４
月
１
日
付
で
設

立
す
る
。
社
長
は
未
定
。

　
千
代
田
三
菱
電
機
機
器
販

売
は
１
９
３
６
年
設
立
で
、

売
上
高
は
約
１
５
０
億
円
、

清
康
社
は
１
９
６
１
年
設
立

で
、
売
上
高
は
約
１
０
０
億

円
。
合
併
後
は
２
５
０
億
円

程
度
の
売
り
上
げ
を
見
込
ん

で
い
る
。
今
後
の
営
業
体
制

は
こ
れ
か
ら
検
討
し
て
い
く

が
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
サ

ポ
ー
ト
機
能
の
強
化
に
向
け

て
、
人
材
育
成
を
進
め
て
い

く
方
針
。

　
光
洋
電
子
工
業
（
東
京
都

小
平
市
）
は
ジ
ェ
イ
テ
ク
ト

グ
ル
ー
プ
と
の
連
携
強
化
に

向
け
て
、
４
月
１
日
よ
り
事

業
ブ
ラ
ン
ド
を
「
Ｋ
Ｏ
Ｙ

Ｏ
」
か
ら
「
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｋ
Ｔ
」

に
変
更
す
る
。
ジ
ェ
イ
テ
ク

ト
が
２
０
２
１
年
か
ら
進
め

て
い
る
ジ
ェ
イ
テ
ク
ト
リ
ボ

ー
ン
の
一
環
で
、
事
業
ブ
ラ

ン
ド
の
統
一
で
ジ
ェ
イ
テ
ク

ト
グ
ル
ー
プ
と
の
連
携
を
さ

ら
に
強
化
し
、
競
争
力
を
高

め
る
。

　
同
社
は
ジ
ェ
イ
テ
ク
ト
の

グ
ル
ー
プ
会
社
と
し
て
、
自

動
車
部
品
の
生
産
や
ジ
ェ
イ

テ
ク
ト
グ
ル
ー
プ
の
工
場
の

生
産
見
え
る
化
提
案
な
ど
を

行
っ
て
き
て
い
る
。
ま
た
、

昨
年
か
ら
北
米
向
け
販
売
商

品
の
開
発
を
ジ
ェ
イ
テ
ク
ト

と
共
同
で
始
め
た
。
さ
ら
に

今
年
か
ら
は
、
同
社
大
泉
工

場
（
山
梨
県
）
で
自
動
車
部

品
の
生
産
を
、
ジ
ェ
イ
テ
ク

ト
の
刈
谷
工
場
（
愛
知
県
）

で
Ｆ
Ａ
機
器
の
生
産
を
そ
れ

ぞ
れ
開
始
す
る
予
定
で
、
相

互
の
工
場
を
活
用
す
る
こ
と

で
、
生
産
効
率
の
向
上
と
北

米
向
け
追
加
関
税
の
軽
減
を

図
る
計
画
。

光洋電子工業の新ブランド

事業ブランド変更
ジェイテクトGと連携強める

光洋電子工業
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Ｃ
Ｐ
機
能
で
、
外
付
け
サ
ー

キ
ッ
ト
プ
ロ
テ
ク
タ
の
設
置

が
不
要
。

　
加
え
て
、
オ
プ
シ
ョ
ン
で

業
界
初
の
着
脱
可
能
な
通
信

モ
ジ
ュ
ー
ル
を
装
着
で
き
こ

と
か
ら
、
フ
ィ
ー
ル
ド
バ
ス

通
信
を
使
っ
て
、
電
流
、
電

圧
、
消
費
電
力
な
ど
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
や
電
圧
、
し
き
い

値
、
過
負
荷
時
動
作
な
ど
の

パ
ラ
メ
ー
タ
設
定
が
可
能
。

　
対
応
通
信
は
、
Ｍ
ｏ
ｄ
ｂ

ｕ
ｓ
　
Ｔ
Ｃ
Ｐ
／
Ｕ
Ｄ
Ｐ
、

Ｍ
ｏ
ｄ
ｂ
ｕ
ｓ
　
Ｒ
Ｔ
Ｕ
、

Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
Ｎ
ｅ
ｔ
／
Ｉ

Ｐ
、
Ｉ
Ｏ
―
Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
。

　
そ
の
ほ
か
、
Ｄ
Ｉ
／
Ｄ
Ｏ

で
ス
タ
ン
バ
イ
モ
ー
ド
に
よ

り
、
デ
ジ
タ
ル
入
力
／
出
力

信
号
の
リ
モ
ー
ト
制
御
で
、

無
駄
な
待
機
電
力
を
電
源
単

位
に
停
止
す
る
こ
と
が
可

能
、
使
用
周
囲
温
度
が
マ
イ

ナ
ス

40

〜
プ
ラ
ス
　

70
℃
と
耐
環
境
性
に
優

れ
、
海
抜
５
０
０
０
㍍
の
標

高
で
も
動
作
可
能
、
な
ど
の

特
徴
を
有
す
る
。

台
当
た
り
月
間
40 

kW
の
節
電

に
な
る
と
い
う
。

　
ま
た
、
始
動
時
に
大
電
流

を
必
要
と
す
る
負
荷
に
対

し
、
定
格
出
力
電
流
の
最
大

１
５
０
％
を
５
秒
間
出
力
で

き
る
Ｐ
ｏ
ｗ
ｅ
ｒ
Ｂ
ｏ
ｏ
ｓ

ｔ
機
能
に
よ
り
、
定
格
出
力

電
流
値
を
超
え
た
場
合
で
も

過
負
荷
保
護
機
能
が
働
く
こ

と
な
く
大
電
流
を
出
力
可

能
。
し
か
も
、
短
絡
し
た
負

荷
ラ
イ
ン
に
対
し
、
定
格
出

力
電
流
の
最
大
６
０
０
％
を

15
秒
間
出
力
で
き
る
Ｔ
ｏ
ｐ

Ｂ
ｏ
ｏ
ｓ
ｔ
機
能
で
、
標
準

的
な
中
速
タ
イ
プ
の
サ
ー
キ

ッ
ト
プ
ロ
テ
ク
タ
で
も
確
実

に
ト
リ
ッ
プ
が
可
能
に
な
っ

て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
任
意
設
定
し
き

い
値
で
ト
リ
ッ
プ
可
能
な
Ｅ

　
安
川
電
機

　
（
３
月
１
日
付
）

　
▽
兼
代
表
取
締
役
会
長
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
戦
略
担
当
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ

戦
略
推
進
室
長
）
代
表
取
締

役
社
長
、
人
づ
く
り
推
進
担

当
・
中
国
統
括
小
笠
原
浩
▽

代
表
取
締
役
専
務
執
行
役
員

（
専
務
執
行
役
員
）
ロ
ボ
ッ

ト
事
業
部
長
小
川
昌
寛
▽
取

締
役
（
代
表
取
締
役
会
長
）

津
田
純
嗣
＝
５
月
の
株
主
総

会
後
に
特
別
顧
問
就
任

　
▽
東
京
支
社
長
（
ア
ジ
ア

統
括
）
上
席
執
行
役
員
中
野

純
一
▽
ア
ジ
ア
統
括
（
イ
ン

バ
ー
タ
事
業
部
長
イ
ン
バ
ー

タ
事
業
部
品
質
保
証
部
長
）

同
陣
内
信
朗
▽
イ
ン
バ
ー
タ

事
業
部
長
兼
イ
ン
バ
ー
タ
事

業
部
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
統
括

部
長
（
環
境
・
社
会
シ
ス
テ

ム
事
業
部
長
）
同
山
田
達
哉

▽
上
席
執
行
役
員
（
執
行
役

員
・
東
京
支
社
長
）
営
業
本

部
長
高
田
浩
志

　
▽
執
行
役
員
人
事
労
務
本

部
韓
国
安
川
電
機
出
向
代
表

理
事
椎
名
ア
ル
バ
ー
ト
▽
同

ロ
ボ
ッ
ト
事
業
部
ロ
ボ
ッ
ト

工
場
長
兼
ロ
ボ
ッ
ト
事
業
部

ロ
ボ
ッ
ト
工
場
調
達
部
長
荒

木
伸
弥
▽
同
Ｉ
Ｃ
Ｔ
戦
略
推

進
室
長
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
戦
略
推
進

室
副
室
長
）
下
池
正
一
郎

　
▽
理
事
監
査
等
委
員
会
室

長
（
経
営
企
画
本
部
経
営
企

画
部
Ｆ
Ａ
Ｍ
Ｓ
出
向
）
平
山

雅
之
▽
同
技
術
開
発
本
部
ア

グ
リ
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
開
発

部
長
松
浦
英
典
▽
同
生
産
・

業
務
本
部
生
産
技
術
部
長
原

勝
明
▽
同
輸
出
入
管
理
部
輸

出
入
管
理
室
長
武
本
文
彦
▽

同
安
川
メ
カ
ト
レ
ッ
ク
取
締

役
社
長
橋
ノ
本
将
朗

　
▽
技
術
開
発
本
部
信
頼
性

技
術
部
長
（
技
術
開
発
本
部

部
品
信
頼
性
技
術
部
長
）
理

事
大
田
暢
彦
▽
経
営
企
画
本

部
経
理
・
財
務
部
長
（
経
営

企
画
本
部
経
理
部
長
）
川
崎

俊
夫
▽
人
事
労
務
本
部
Ｔ
Ｑ

Ｍ
推
進
部
次
長
（
技
術
開
発

本
部
部
品
信
頼
性
技
術
部
部

品
評
価
技
術
担
当
）
赤
星
孝

行
▽
人
事
労
務
本
部
人
事
部

長
（
総
務
・
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
本
部
営
業
総
務
部

長
）
柴
田
悟
▽
技
術
開
発
本

部
技
術
連
携
推
進
部
長
（
人

事
労
務
本
部
人
事
部
長
）
松

尾
智
弘
▽
品
質
サ
ー
ビ
ス
本

部
市
場
品
質
保
証
部
長
（
品

質
サ
ー
ビ
ス
本
部
市
場
品
質

保
証
部
次
長
）
平
山
恒
▽
同

コ
ン
タ
ク
ト
セ
ン
タ
長
（
品

質
サ
ー
ビ
ス
本
部
関
西
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
長
）
西
橋
寿
雄

同
東
日
本
サ
ー
ビ
ス
部
長

（
品
質
サ
ー
ビ
ス
本
部
関
東

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
長
）
溝
口

博
己
▽
同
西
日
本
サ
ー
ビ
ス

部
長
（
品
質
サ
ー
ビ
ス
本
部

中
部
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
長
）

三
根
昌
宏
▽
グ
ロ
ー
バ
ル
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
本
部
産
業
調

査
室
長
（
グ
ロ
ー
バ
ル
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
本
部
グ
ロ
ー
バ

ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
担
当
）

山
路
信
登

　
▽
営
業
本
部
東
部
第
１
営

業
部
長
（
営
業
本
部
大
阪
支

店
長
）
山
田
正
剛
▽
同
東
部

第
２
営
業
部
長
（
同
東
京
支

社
東
部
営
業
部
長
加
藤
卓
▽

同
西
部
第
１
営
業
部
長
（
中

部
支
店
長
）
横
尾
周
洋
▽
同

西
部
第
２
営
業
部
長
同
大
阪

支
店
西
部
営
業
部
長
）
宮
原

雄
介
▽
同
中
部
営
業
部
長

（
同
自
動
車
営
業
統
括
部

長
）
吉
松
秀
明
▽
同
半
導
体

営
業
統
括
部
長
（
ロ
ボ
ッ
ト

事
業
部
ク
リ
ー
ン
ロ
ボ
ッ
ト

技
術
部
長
）
小
宮
路
修
▽
東

京
支
社
東
京
総
務
部
長
（
総

務
・
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

本
部
渉
外
・
特
命
担
当
）
池

内
直
樹

　
▽
イ
ン
バ
ー
タ
事
業
部
品

質
保
証
部
長
（
環
境
・
社
会

シ
ス
テ
ム
事
業
部
品
質
保
証

部
長
）
川
路
昌
弘
▽
同
技
術

部
長
（
同
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー

部
長
）
井
手
耕
三
▽
同
応
用

技
術
部
長
（
イ
ン
バ
ー
タ
事

業
部
技
術
部
長
）
末
吉
礼
明

▽
同
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
統
括

部
事
業
推
進
部
長
（
環
境
・

社
会
シ
ス
テ
ム
事
業
部
環
境

エ
ネ
ル
ギ
ー
部
次
長
）
内
重

人　
▽
ロ
ボ
ッ
ト
事
業
部
品
質

保
証
部
長
（
ロ
ボ
ッ
ト
事
業

部
品
質
保
証
部
次
長
）
西
村

公
徳
▽
同
ロ
ボ
ッ
ト
工
場
調

達
部
長
（
ロ
ボ
ッ
ト
工
場
調

達
部
次
長
）
松
岡
博
典
▽
同

ロ
ボ
ッ
ト
技
術
部
長
（
ロ
ボ

ッ
ト
事
業
部
事
業
企
画
部

長
）
埴
谷
和
宏
▽
同
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
部
長
（
同
ロ
ボ

ッ
ト
技
術
部
長
）
村
井
真
二

▽
同
ク
リ
ー
ン
ロ
ボ
ッ
ト
技

術
部
長
（
同
ク
リ
ー
ン
ロ
ボ

ッ
ト
技
術
部
半
導
体
開
発
担

当
）
勝
田
信
一

　
▽
監
査
部
長
（
監
査
部
内

部
統
制
担
当
）
相
良
陽
一
▽

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン

ス
部
長
（
監
査
等
委
員
会
室

長
）
武
富
保
生

　
▽
退
任
　
執
行
役
員
グ
ロ

ー
バ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
本

部
産
業
調
査
室
長
古
瀨
利
博

▽
同
執
行
役
員
ロ
ボ
ッ
ト
事

業
部
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
部

長
福
永
達
也

◇

　
（
２
０
２
２
年
５
月
の
株

主
総
会
後
）

　
▽
特
別
顧
問
（
取
締
役
）

津
田
純
嗣
▽
取
締
役
常
務
執

行
役
員
熊
谷
彰

　
三
菱
電
機
は
、
介
護
や
健

康
に
関
す
る
分
野
で
最
新
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
技
術

を
組
み
合
わ
せ
、
革
新
的
な

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
提
供
す
る

事
業
「
Ｍ
ｅ
ｌ
Ｃ
ａ
ｒ
ｅ

（
メ
ル
ケ
ア
）
」
の
第
１
弾

と
し
て
、
高
齢
者
施
設
を
対

象
に
、
入
居
者
の
転
倒
検
知

か
ら
普
段
の
睡
眠
状
況
ま

で
、
複
数
の
見
守
り
項
目
を

ま
と
め
て
把
握
で
き
る
「
Ｍ

ｅ
ｌ
Ｃ
ａ
ｒ
ｅ
見
ま
も
り
サ

ー
ビ
ス
」
を
４
月
１
日
か
ら

開
始
す
る
。

　
居
室
内
の
状
況
を
Ａ
Ｉ
ス

マ
ー
ト
セ
ン
サ
ー
で
把
握

し
、
ク
ラ
ウ
ド
と
の
連
携
で

異
常
が
あ
っ
た
場
合
に
は
素

早
く
介
護
従
事
者
に
通
知
す

る
こ
と
で
、
業
務
負
担
を
軽

減
さ
せ
、
高
齢
者
に
寄
り
添

っ
た
、
質
の
高
い
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
に
貢
献
を
目
指

す
。

　
こ
の
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
環

境
セ
ン
サ
ー
（
温
度
、
湿

度
、
Ｃ
Ｏ
２
）
や
赤
外
線
セ

ン
サ
ー
、
画
像
セ
ン
サ
ー
な

ど
を
一
体
化
さ
せ
、
同
社
の

Ａ
Ｉ
技
術
「
Ｍ
ａ
ｉ
ｓ
ａ
ｒ

ｔ
（
マ
イ
サ
ー
ト
）
」
を
組

み
込
ん
だ
Ａ
Ｉ
ス
マ
ー
ト
セ

ン
サ
ー
「
Ｍ
ｅ
ｌ
Ｃ
ａ
ｒ
ｅ

　
三
菱
電
機
は
、
Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
Ｓ

リ
ア
ル
展
で
展
示
す
る
予
定
だ

っ
た
ブ
ー
ス
を
、
バ
ー
チ
ャ
ル

空
間
で
完
全
再
現
し
た
Ｉ
Ｉ
Ｆ

Ｅ
Ｓ
バ
ー
チ
ャ
ル
ブ
ー
ス
を
公

開
し
た
。

　
ブ
ー
ス
は
、
設
計
・
立
ち
上

げ
、
製
造
、
運
用
・
保
守
、
ク

ラ
ウ
ド
の
ゾ
ー
ン
で
構
成
さ

れ
、
リ
ア
ル
展
示
会
さ
な
が
ら

に
パ
ネ
ル
と
デ
モ
動
画
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
。
デ
モ
機
も
バ

ー
チ
ャ
ル
空
間
に
再
現
し
、
近

未
来
の
も
の
づ
く
り
の
例
と
し

て
、
「
工
作
機
械
の
統
合
監

視
」
「
Ｕ
Ｐ
Ｓ
の
予
防
保
全
」

「
回
転
機
の
異
常
検
知
」
な
ど

の
ｅ
―
Ｆ
＠
ｃ
ｔ
ｏ
ｒ
ｙ
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
を
紹
介
し
て
い

る
。

　
ま
た
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
限
定

の
セ
ミ
ナ
ー
を
オ
ン
デ
マ
ン
ド

配
信
し
、
リ
ア
ル
展
で
行
っ
た

セ
ミ
ナ
ー
も
見
逃
し
配
信
し
て

い
る
。
公
開
は
２
月
25
日
ま
で

の
期
間
限
定
と
な
っ
て
い
る
。

　https://www.m
itsu 

bishielectric.co.jp/fa/
compass/exhibition/2022/
iifes2022/virtual_booth/
index.html

ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト
（
Ｙ
Ｔ
）

の
株
式
の
う
ち
86
％
を
ニ
ッ

コ
ン
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
に

譲
渡
す
る
。
こ
れ
に
伴
い
、

Ｙ
Ｔ
は
２
０
２
２
年
３
月
１

日
付
で
社
名
を
「
ニ
ッ
コ
ン

北
九
」
（
北
九
州
市
八
幡
西

区
、
結
城
淳
仁
社
長
、
資
本

金
３
０
０
０
万
円
）
に
変
更

し
、
安
川
電
機
の
連
結
子
会

社
か
ら
外
れ
る
。

　
Ｙ
Ｔ
は
１
９
５
１
年
の
設

立
で
、
安
川
グ
ル
ー
プ
を
は

じ
め
と
し
た
顧
客
の
輸
送
需

要
に
担
っ
て
き
た
。
21
年
３

月
期
の
売
上
高
は
15
億
９
０

０
０
万
円
、
営
業
利
益
５
０

０
０
万
円
。

　
ニ
ッ
コ
ン
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
は
、
梱
包
・
運
輸
・
倉

庫
を
は
じ
め
と
し
た
総
合
一

貫
物
流
事
業
を
展
開
し
て
い

る
。
今
回
、
安
川
グ
ル
ー
プ

の
資
本
効
率
化
を
図
る
と
と

も
に
、
ニ
ッ
コ
ン
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
が
保
有
す
る
物
流

に
関
す
る
豊
富
な
経
験
と
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
す
る
こ

と
に
よ
る
更
な
る
品
質
、
価

格
、
納
期
、
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
を
図
る
の
が
狙
い
。

　
伊
藤
忠
商
事
は
、
子
会
社

の
伊
藤
忠
マ
シ
ン
テ
ク
ノ
ス

（
東
京
都
千
代
田
区
、
本
郷

義
昭
社
長
）
と
伊
藤
忠
シ
ス

テ
ッ
ク
（
大
阪
市
中
央
区
、

松
本
茂
伸
社
長
）
を
、
２
０

２
２
年
４
月
１
日
付
で
統
合

す
る
。
存
続
会
社
お
よ
び
社

名
は
「
伊
藤
忠
マ
シ
ン
テ
ク

ノ
ス
」
。

　
伊
藤
忠
マ
シ
ン
テ
ク
ノ
ス

は
、
工
作
機
械
、
食
品
・
医

薬
品
機
械
、
製
紙
・
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
・
電
子
半
導
体
関
連

機
械
、
環
境
・
リ
サ
イ
ク
ル

関
連
機
械
等
の
販
売
お
よ
び

プ
ラ
ン
ト
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
し
、

21
年
３
月
期
の
売
上
高
は
３

１
４
億
円
。
従
業
員
数
は
３

４
７
人
。
ま
た
、
伊
藤
忠
シ

ス
テ
ッ
ク
は
、
繊
維
機
械
、

不
織
布
機
械
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
・
２
次
電
池
・
電
子
半
導

体
関
連
機
械
の
販
売
お
よ
び

保
守
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
等
の

技
術
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
て

い
る
。
21
年
３
月
期
の
売
上

高
は
１
４
９
億
円
。
従
業
員

数
は
１
９
５
人
。

　
両
社
の
経
営
資
源
を
結
集

し
ビ
ジ
ネ
ス
領
域
・
対
面
業

界
を
拡
大
さ
せ
、
機
械
の
販

売
、
保
守
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

の
み
な
ら
ず
、
個
々
の
ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
に
至
る
ま
で
多
様
な
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
。

　
三
菱
電
機
は
、
大
日
本
印

刷
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
対
策
要

員
を
養
成
す
る
Ｄ
Ｎ
Ｐ
グ
ル

ー
プ
サ
イ
バ
ー
ナ
レ
ッ
ジ
ア

カ
デ
ミ
ー
と
協
働
で
、
産
業

制
御
シ
ス
テ
ム
の
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
対
策
に
必
要
な
知
識

・
技
能
を
有
す
る
人
材
を
育

成
す
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ー
実
践
訓
練
コ
ー
ス
産
業
制

御
系
」
（
２
日
間
）
を
開
発

し
た
。
同
社
の
サ
イ
バ
ー
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
「
Ｏ
Ｔ
Ｇ
Ｕ
Ａ
Ｒ
Ｄ
」

の
コ
ン
テ
ン
ツ
の
一
つ
と
し

て
２
月
24
日
か
ら
提
供
を
開

始
す
る
。

　
実
践
訓
練
コ
ー
ス
で
は
、

標
的
型
攻
撃
に
お
け
る
攻
撃

者
の
動
き
を
７
つ
の
フ
ェ
ー

ズ
（
偵
察
、
武
器
化
、
配

送
、
攻
撃
、
イ
ン
ス
ト
ー

ル
、
遠
隔
操
作
、
目
的
実

行
）
に
分
割
し
、
各
フ
ェ
ー

ズ
で
の
特
徴
や
有
効
な
対
策

を
ま
と
め
た
「
サ
イ
バ
ー
キ

ル
チ
ェ
ー
ン
」
に
関
す
る
講

義
や
、
実
際
の
サ
イ
バ
ー
攻

撃
を
仮
想
環
境
上
で
の
疑
似

体
験
。
さ
ら
に
は
、
産
業
制

御
シ
ス
テ
ム
に
特
化
し
た
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
知
識
の
解
説

と
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
手
法

と
防
御
・
対
策
の
演
習
を
行

う
。

ワゴジャパン　多機能スイッチング電源

世界最高
ク ラ ス変換効率96.3％

　
ワ
ゴ
ジ
ャ
パ
ン
（
東
京
都
江
東
区
）
は
、
多
機
能
ス
イ
ッ
チ
ン
グ
電
源
の
新
製
品

「
Ｗ
Ａ
Ｇ
Ｏ
　
Ｐ
ｒ
ｏ
２
シ
リ
ー
ズ
」
の
販
売
を
開
始
し
た
。
新
製
品
は
、
電
源
の
変

換
効
率
が
世
界
最
高
ク
ラ
ス
の
96
・
３
％
に
向
上
し
て
お
り
、
消
費
電
力
（
損
失
）
を

大
幅
に
削
減
で
き
る
。

　
横
河
電
機
は
、
「
Ｏ
ｐ
ｒ

ｅ
Ｘ
　
Ｃ
ｏ
ｎ
ｔ
ｒ
ｏ
ｌ
　

ａ
ｎ
ｄ
　
Ｓ
ａ
ｆ
ｅ
ｔ
ｙ
　

Ｓ
ｙ
ｓ
ｔ
ｅ
ｍ
」
の
ラ
イ
ン

ア
ッ
プ
と
し
て
、
同
社
の
ク

ラ
ウ
ド
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

で
あ
る
Ｙ
ｏ
ｋ
ｏ
ｇ
ａ
ｗ
ａ

　
Ｃ
ｌ
ｏ
ｕ
ｄ
を
介
し
て
提

供
で
き
る
「
統
合
情
報
サ
ー

バ
Ｒ
１
・
02
」
を
開
発
し
、

３
月
か
ら
発
売
す
る
。

　
「
統
合
情
報
サ
ー
バ
」

は
、
顧
客
が
所
有
す
る
、
各

プ
ラ
ン
ト
の
操
業
に
関
す
る

あ
ら
ゆ
る
設
備
や
シ
ス
テ
ム

の
デ
ー
タ
を
統
合
し
、
生
産

活
動
全
体
に
と
っ
て
最
適
な

情
報
の
管
理
を
支
援
す
る
と

と
も
に
、
リ
モ
ー
ト
オ
ペ
レ

ー
シ
ョ
ン
の
環
境
を
提
供
す

る
こ
と
で
作
業
の
場
所
を
選

ば
な
い
効
率
的
な
プ
ラ
ン
ト

操
業
を
支
援
す
る
も
の
。

　
今
回
、
従
来
の
オ
ン
プ
レ

ミ
ス
環
境
で
の
シ
ス
テ
ム
構

成
に
加
え
、
統
合
情
報
サ
ー

バ
の
ク
ラ
ウ
ド
上
で
の
動
作

を
実
現
し
た
。
顧
客
は
統
合

情
報
サ
ー
バ
を
、
Ｙ
ｏ
ｋ
ｏ

ｇ
ａ
ｗ
ａ
　
Ｃ
ｌ
ｏ
ｕ
ｄ
　

と
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
ラ
イ
セ
ン

ス
、
お
よ
び
保
守
を
セ
ッ
ト

と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
可

能
。

環
境
負
荷
低
減
に
貢
献

産

業

制
御
系

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
教
育

協
働
開
発
、提
供
を
開
始

三菱電機

産
業
機
器
子
会
社

４
月
に
２
社
統
合

伊藤忠

に
設
置
さ
れ
る
Ｐ
Ｃ
な
ど
の

ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
を
削
減
す
る

こ
と
が
で
き
、
ハ
ー
ド
ウ
エ

ア
の
設
置
に
関
わ
る
設
計
や

構
築
作
業
が
不
要
に
な
り
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
迅
速
な
立

ち
上
げ
に
貢
献
す
る
。
し
か

も
、
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
を
購
入

せ
ず
に
立
ち
上
げ
る
こ
と
が

可
能
な
た
め
、
初
期
導
入
コ

ス
ト
が
削
減
で
き
る
。

　
さ
ら
に
、
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア

が
削
減
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る

保
守
作
業
も
低
減
で
き
、
サ

ー
バ
容
量
の
増
設
な
ど
も
ク

ラ
ウ
ド
上
で
可
能
に
な
る
た

め
、
運
用
時
の
環
境
の
変
更

に
も
迅
速
に
対
応
で
き
る
な

ど
、
安
全
で
効
率
的
な
運
用

が
で
き
る
。

　
価
格
は
ク
ラ
ウ
ド
と
の
利

用
で
１
２
０
万
円
か
ら
／
年

間
（
保
守
費
込
み
）
。
販
売

目
標
は
年
間
１
０
０
ラ
イ
セ

ン
ス
（
海
外
含
む
）
。

　
ま
た
、
Ｙ
ｏ
ｋ
ｏ
ｇ
ａ
ｗ

ａ
　
Ｃ
ｌ
ｏ
ｕ
ｄ
と
一
緒
に

活
用
す
る
こ
と
で
、
強
固
な

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
環
境
を
担
保

す
る
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
プ
ラ
ン
ト

者
の
骨
格
情
報
を
検
出
し
、

骨
格
情
報
の
み
を
ク
ラ
ウ
ド

に
送
信
。
ク
ラ
ウ
ド
上
の
Ａ

Ｉ
が
分
析
し
、
転
倒
な
ど
を

検
出
す
る
こ
と
で
、
入
居
者

の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
配
慮
し

た
転
倒
検
知
を
実
現
で
き

る
。

セ
ン
サ
ー
」
を
開
発
し
た
。

同
セ
ン
サ
ー
は
、
就
寝
時
の

心
拍
数
を
測
る
ベ
ッ
ド
セ
ン

サ
ー
な
ど
複
数
セ
ン
サ
ー
で

取
得
し
た
情
報
を
基
に
、
入

居
者
の
異
常
や
暮
ら
し
の
様

子
、
室
内
環
境
な
ど
を
一
つ

の
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
と
し
て

ま
と
め
て
把
握
・
各
種
セ
ン

サ
ー
を
一
つ
の
セ
ン
サ
ー
に

一
体
化
さ
せ
た
こ
と
で
、
施

工
も
簡
単
で
設
置
が
容
易
に

な
っ
て
い
る
。

　
Ｍ
ｅ
ｌ
Ｃ
ａ
ｒ
ｅ
セ
ン
サ

ー
が
取
得
し
た
、
居
室
内
の

映
像
の
中
か
ら
Ａ
Ｉ
が
入
居

MelCare初弾
見守りサービス開始
AIセンサーで負担軽減

統
合
情
報
サ
ー
バ
更
新

ク
ラ
ウ
ド
上
の
動
作
実
現

横河電機

ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト

ニ
ッ
コ
ン
に
譲
渡

安川電機
　
安
川
電
機
の
子
会
社
、
安

川
ロ
ジ
ス
テ
ッ
ク
（
Ｙ
Ｌ
）

と
ニ
ッ
コ
ン
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
（
東
京
都
中
央
区
）

は
、
Ｙ
Ｌ
が
所
有
す
る
安
川

　
同
社
に
よ
る
と
、
定
格
容

量
９
６
０
Ｗ
の
電
源
で
比
較

す
る
と
、
一
般
的
な
市
販
品

に
比
べ
変
換
効
率
が
約
５
％

向
上
す
る
こ
と
か
ら
、
24
時

間
稼
働
の
工
場
で
は
電
源
１

多機能スイッチング電源の新製品「WAGO Pro2シリーズ」

人
事
異
動

バーチャルブースを公開

Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
Ｓ 

完
全
再
現

過
負
荷
時
動
作
を
カ
ス
タ
ム
設
定



（3）　　　２０２２年（令和４年）２月１６日

注
文
が
な
い
と
こ
ろ
に
生
産
は
な
い
。

注
文
が
な
い
時
の

対
処

急所52

こ
と
も
も
ち
ろ
ん
禁
物
で

す
。
一
度
落
と
し
た
ス
ピ
ー

ド
は
元
に
戻
ら
ず
、
景
気
が

回
復
し
た
時
に
競
争
力
が
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に

気
付
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
注
文
が
な
い
と
こ
ろ
に
は

生
産
は
な
い
と
考
え
る
べ
き

で
す
。
だ
か
ら
生
産
量
を
減

ら
す
と
い
う
こ
と
は
注
文
が

　
多
く
の
工
場
で
は
日
々
た

く
さ
ん
の
製
品
が
造
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
増
産
す
る
こ
と

よ
り
難
し
い
の
が
、
生
産
量

が
減
っ
た
時
の
対
応
で
す
。

減
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

で
す
か
ら
、
そ
う
い
う
時
に

す
る
べ
き
こ
と
は
、
手
の
空

い
た
人
で
注
文
を
取
り
に
行

く
こ
と
と
、
次
に
注
文
が
あ

っ
た
時
に
、
今
よ
り
良
い
モ

ノ
を
安
く
造
れ
る
よ
う
に
訓

練
を
す
る
こ
と
で
す
。
そ
う

考
え
る
と
、
段
取
り
替
え
の

練
習
や
、
多
能
工
化
の
訓

練
、
あ
る
い
は
設
備
の
改
善

な
ど
す
る
べ
き
こ
と
は
山
ほ

ど
あ
る
は
ず
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
の
影
響
で
売
り
上
げ

を
落
と
し
て
お
ら
れ
る
企
業

は
多
い
で
す
。
ど
う
ぞ
皆
さ

ま
で
力
を
合
わ
せ
て
こ
の
時

期
で
し
か
で
き
な
い
将
来
に

対
す
る
準
備
と
な
る
対
応
を

お
取
り
く
だ
さ
い
。
応
援
し

て
お
り
ま
す
！

　
対
応
で
最
も
や
っ
て
は
な

ら
な
い
こ
と
は
、
「
手
が
空

い
て
し
ま
っ
て
は
な
ら
な

い
！
」
と
考
え
て
、
造
る
必

要
が
な
い
モ
ノ
を
造
っ
て
し

ま
う
こ
と
で
す
。
も
し
売
れ

な
い
モ
ノ
を
造
っ
て
し
ま
う

と
、
お
金
が
モ
ノ
に
化
け
て

不
良
在
庫
化
す
る
だ
け
で
な

く
、
管
理
工
数
と
廃
棄
費
用

の
ダ
ブ
ル
パ
ン
チ
を
食
ら
う

こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
ん
な
こ
と
を
す
れ
ば

キ
ャ
ッ
シ
ュ
が
あ
っ
と
い
う

間
に
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ

と
で
し
ょ
う
。
生
産
現
場
に

は
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
多

く
あ
り
ま
す
。
手
を
空
け
て

は
行
け
な
い
…
と
い
う
の
は

理
解
で
き
る
の
気
持
ち
で
す

が
、
間
違
い
で
す
。
計
算
上

の
能
率
が
上
が
っ
て
も
、
結

果
と
し
て
会
社
に
大
ダ
メ
ー

ジ
を
与
え
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
生
産

量
が
少
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
手
が
空
か
な
い
よ
う
に

し
よ
う
と
生
産
ス
ピ
ー
ド
を

落
と
し
て
ゆ
っ
く
り
と
造
る

【
略
歴
】
柿
内
幸
夫
　
１
９
５
１
年
東
京
生
ま
れ
。

（
株
）
柿
内
幸
夫
技
術
士
事
務
所
　
所
長
と
し
て
モ
ノ
づ

く
り
の
改
善
を
通
じ
て
、
世
界
中
で
実
践
し
て
い
る
。
日

本
経
団
連
の
研
修
講
師
も
務
め
る
。
経
済
産
業
省
先
進
技

術
マ
イ
ス
タ
ー
（
平
成
29
年
度
）
、
柿
内
幸
夫
技
術
士
事

務
所
所
長
　
改
善
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
工
学
博
士
　
技
術

士
（
経
営
工
学
）
、
多
摩
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
客
員

教
授
、
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
（
Ｋ

Ｂ
Ｓ
）
特
別
招
聘
教
授
（
２
０
１
１
〜
２
０
１
６
）
、
静

岡
大
学
客
員
教
授
。
著
書
「
カ
イ
ゼ
ン
４
・
０
―
ス
タ
ン

フ
ォ
ー
ド
発
　
企
業
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
」、

「
儲
か
る
メ
ー
カ
ー
　
改
善
の
急
所
〈
１
０
１
項
〉
」
、

「
ち
ょ
こ
っ
と
改
善
が
企
業
を
変
え
る
：
大
き
な
変
革
を

実
現
す
る
42
の
ヒ
ン
ト
」
な
ど
。

一
般
社
団
法
人
日
本
カ
イ
ゼ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
改
善
の
実
行
を
通
じ
て
日
本
を
さ
ら
に
良
く
す
る
こ
と
を

目
指
し
、
２
０
１
９
年
６
月
に
設
立
。
企
業
間
ビ
ジ
ネ
ス
の

マ
ッ
チ
ン
グ
か
ら
問
題
・
課
題
へ
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
提

供
、
新
た
な
技
術
や
素
材
へ
の
情

報
提
供
、
そ
れ
ら
の
基
礎
と
な
る

企
業
間
の
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
な

ど
勉
強
会
、
セ
ミ
ナ
ー
・
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、
工
場
見
学
会
、
公
開

カ
イ
ゼ
ン
指
導
会
な
ど
を
行
っ
て

い
る
。

■
詳
細
・
入
会
は
こ
ち
ら

https://www.kaizenproject.
jp/

�101
項

日本カイゼンプロジェクト
会長　　柿内幸夫

儲かるメーカー
改善の急所 状

態
監
視
Ｉ
ｏ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス

回
転
部
品
用
を
追
加

THK

き
た
が
、
こ
の
た
び
回
転
部

品
の
予
兆
検
知
を
ラ
イ
ン
ア

ッ
プ
に
追
加
し
た
。
セ
ン
サ

は
後
付
け
で
き
、
す
で
に
稼

働
し
て
い
る
回
転
部
品
に
も

す
ぐ
に
取
り
付
け
る
こ
と
が

で
き
る
。
セ
ン
サ
は
Ｗ
ｉ
―

Ｆ
ｉ
接
続
に
対
応
し
、
最
小

限
の
ワ
イ
ヤ
リ
ン
グ
で
ス
ッ

キ
リ
と
配
置
可
能
。
初
期
設

定
の
面
倒
を
省
き
、
す
ぐ
に

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
開
始
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
た
セ
ン
サ
本
体
は
Ｌ
Ｅ

Ｄ
が
状
態
別
に
色
変
化
し
、

目
視
で
状
態
を
確
認
す
る
こ

と
が
可
能
。
巡
回
時
の
現
場

で
は
状
態
目
視
で
異
変
に
簡

単
に
気
付
く
こ
と
が
で
き

る
。
ま
た
Ｗ
ｅ
ｂ
ア
プ
リ
で

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
も
で
き
、
事

務
所
に
居
な
が
ら
各
機
器
の

状
態
を
リ
モ
ー
ト
監
視
が
可

能
。
設
定
し
た
閾
値
を
超
過

す
る
と
メ
ー
ル
が
発
報
さ

れ
、
見
逃
し
を
防
ぐ
こ
と
が

で
き
る
。

　
Ｔ
Ｈ
Ｋ
は
、
安
全
な
通
信

網
を
使
っ
て
部
品
の
状
態
を

数
値
化
し
、
予
兆
検
知
を
実

現
す
る
Ｉ
ｏ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス

「
Ｏ
Ｍ
Ｎ
Ｉ
ｅ
ｄ
ｇ
ｅ
（
オ

ム
ニ
エ
ッ
ジ
）
」
に
回
転
部

品
の
予
兆
検
知
を
ラ
イ
ン
ア

ッ
プ
に
追
加
し
た
。

　
同
サ
ー
ビ
ス
は
、
こ
れ
ま

で
Ｌ
Ｍ
ガ
イ
ド
、
ボ
ー
ル
ね

じ
、
ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ
の
直

動
部
品
を
中
心
に
展
開
し
て

工
業
用
ウ
ェ
ル
ネ
ス
プ
ロ
ダ

ク
ト
「
Ｆ
ａ
ｃ
ｔ
ｏ
ｒ
ｙ
　

Ａ
ｉ
ｌ
ｅ
」 従

業
員
の
体
調
や
転
倒
通
知

新
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供

　
ア
ツ
ラ
エ
は
、
Ａ
ｐ
ｐ
ｌ
ｅ
　
Ｗ
ａ
ｔ
ｃ
ｈ
を
活
用
し
て
工
場
の
従
業
員
の
日
々
の

ヘ
ル
ス
ケ
ア
デ
ー
タ
を
取
得
す
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
「
Ｆ
ａ
ｃ
ｔ
ｏ
ｒ
ｙ
　
Ａ
ｉ
ｌ

ｅ
」
を
提
供
開
始
し
た
。

ウェアラブルデバイス使い健康管理
　
同
製
品
は
、
三
菱
ガ
ス
化

学
水
島
工
場
と
の
実
証
事
業

か
ら
生
ま
れ
、
Ａ
ｐ
ｐ
ｌ
ｅ

　
Ｗ
ａ
ｔ
ｃ
ｈ
を
活
用
し
て

従
業
員
の
ヘ
ル
ス
ケ
ア
デ
ー

タ
を
取
得
し
、
健
康
状
態
の

継
続
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を

実
現
す
る
。
Ａ
ｐ
ｐ
ｌ
ｅ
　

Ｗ
ａ
ｔ
ｃ
ｈ
ア
プ
リ
ケ
ー
シ

ョ
ン
で
は
Ａ
ｐ
ｐ
ｌ
ｅ
　
Ｗ

ａ
ｔ
ｃ
ｈ
で
自
動
計
測
さ
れ

た
ヘ
ル
ス
ケ
ア
デ
ー
タ
（
心

拍
数
や
血
中
酸
素
ウ
ェ
ル
ネ

ス
）
か
ら
、
異
常
な
数
値
が

記
録
さ
れ
て
い
な
い
か
ど
う

か
を
独
自
の
ロ
ジ
ッ
ク
で
診

断
し
、
装
着
者
と
管
理
者
に

通
知
。
ま
た
ヘ
ル
ス
ケ
ア
デ

ー
タ
や
加
速
度
の
異
常
な
数

値
が
記
録
さ
れ
た
場
合
、
装

着
者
に
は
Ａ
ｐ
ｐ
ｌ
ｅ
　
Ｗ

ａ
ｔ
ｃ
ｈ
の
触
覚
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
を
利
用
し
て
通
知
を

表
示
す
る
。
さ
ら
に
、
転
倒

検
知
機
能
に
よ
り
、
装
着
者

が
転
倒
し
一
定
時
間
動
い
て

い
な
い
こ
と
が
検
知
さ
れ
た

場
合
、
管
理
者
に
最
新
の
位

置
情
報
と
合
わ
せ
て
自
動
で

通
知
を
行
う
。

　
管
理
者
機
能
は
管
理
者
用

Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
の
ダ
ッ
シ
ュ

ボ
ー
ド
を
通
じ
て
装
着
一
人

ひ
と
り
の
心
拍
数
や
血
中
酸

素
ウ
ェ
ル
ネ
ス
の
ト
レ
ン
ド

を
グ
ラ
フ
で
確
認
す
る
こ
と

が
可
能
。
装
着
者
の
異
常
や

転
倒
検
知
が
記
録
さ
れ
た
場

合
に
も
通
知
が
届
き
、
「
だ

れ
が
」
「
ど
こ
で
」
「
な
に

が
」
発
生
し
た
の
か
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た

Ｓ
ｌ
ａ
ｃ
ｋ
と
の
連
携
に
よ

り
、
管
理
者
の
Ｐ
Ｃ
や
モ
バ

イ
ル
に
イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ
れ

て
い
る
Ｓ
ｌ
ａ
ｃ
ｋ
ア
プ
リ

に
対
し
て
異
常
数
値
や
転
倒

検
知
の
通
知
も
可
能
と
な
っ

て
い
る
。

　
管
理
者
は
ヘ
ル
ス
ケ
ア
デ

ー
タ
と
い
う
客
観
的
な
根
拠

を
も
と
に
従
業
員
の
コ
ン
デ

ィ
シ
ョ
ン
を
把
握
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
従
業
員
が
健
康
で
生
き

生
き
と
業
務
に
取
り
組
め
る

環
境
づ
く
り
が
可
能
に
な

る
。

セ
ッ
ト
販
売
ス
タ
ー
ト

　
ア
ド
バ
ン
テ
ッ
ク
と
マ
ク

ニ
カ
は
、
業
界
で
初
め
て
量

産
対
応
可
能
な
産
業
用
ベ
ア

ボ
ー
ン
Ｐ
Ｃ
「
Ｅ
Ｐ
Ｃ
―
Ｒ

７
２
０
０
」
の
販
売
と
、
マ

ク
ニ
カ
に
よ
る
Ｎ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
Ｉ

Ａ
　
Ｊ
ｅ
ｔ
ｓ
ｏ
ｎ
モ
ジ
ュ

ー
ル
（
Ｘ
ａ
ｖ
ｉ
ｅ
ｒ
　
Ｎ

Ｘ
、
Ｔ
Ｘ
２
　
Ｎ
Ｘ
、
Ｎ
ａ

ｎ
ｏ
）
と
の
セ
ッ
ト
販
売
、

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
の
導
入
支

援
サ
ポ
ー
ト
提
供
を
開
始
す

る
＝
写
真
。

　
エ
ッ
ジ
Ａ
Ｉ
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
の
需
要
増
加
や
利
用
用
途

の
拡
大
が
急
速
に
進
ん
で
い

る
が
、
エ
ッ
ジ
Ａ
Ｉ
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
を
開
発
す
る
企
業
で

は
、
耐
環
境
性
や
入
出
力
イ

ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
（
Ｉ
／

Ｏ
）
の
種
類
、
画
像
処
理
性

能
へ
の
要
求
な
ど
多
様
化
す

る
市
場
の
ニ
ー
ズ
に
迅
速
に

対
応
す
る
た
め
に
、
複
数
の

ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
を
同
時
並
行

で
開
発
す
る
必
要
が
あ
り
、

量
産
ま
で
の
開
発
期
間
が
長

期
化
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
。

　
こ
れ
に
対
し
マ
ク
ニ
カ

は
、
Ｇ
Ｐ
Ｕ
モ
ジ
ュ
ー
ル
と

Ｉ
／
Ｏ
オ
プ
シ
ョ
ン
が
選
択

で
き
、
複
数
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ

の
試
作
機
の
開
発
を
同
一
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
上
で
並
行

し
て
進
め
る
こ
と
が
で
き
る

ア
ド
バ
ン
テ
ッ
ク
製
の
量
産

対
応
可
能
な
ベ
ア
ボ
ー
ン
Ｐ

Ｃ
「
Ｅ
Ｐ
Ｃ
―
Ｒ
７
２
０

０
」
の
取
り
扱
い
を
開
始

し
、
同
時
に
Ｎ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
Ｉ
Ａ

　
Ｊ
ｅ
ｔ
ｓ
ｏ
ｎ
モ
ジ
ュ
ー

ル
（
Ｘ
ａ
ｖ
ｉ
ｅ
ｒ
　
Ｎ

Ｘ
、
Ｔ
Ｘ
２
　
Ｎ
Ｘ
、
Ｎ
ａ

ｎ
ｏ
）
と
の
セ
ッ
ト
販
売
を

ス
タ
ー
ト
す
る
。
さ
ら
に
こ

れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
て
利
用

す
る
ユ
ー
ザ
ー
に
対
し
て
マ

ク
ニ
カ
が
窓
口
と
な
っ
て
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
で
技
術
サ
ポ
ー

ト
や
Ｓ
Ｄ
Ｋ
導
入
支
援
な
ど

を
行
う
導
入
支
援
サ
ポ
ー
ト

を
提
供
し
、
エ
ッ
ジ
Ａ
Ｉ
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
の
開
発
期
間
短

縮
を
実
現
す
る
。

産
業
用
ベ
ア
ボ
ー
ン
Ｐ
Ｃ

Ｎ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
Ｉ
Ａ
Ｊ
ｅ
ｔ

ｓ
ｏ
ｎ
モ
ジ
ュ
ー
ル

ア
ド
バ
ン
テ
ッ
ク
＆
マ
ク
ニ
カ

ロ
ボ
の
ビ
ル
内
移
動
支
援

三
菱
電
機
が
新
サ
ー
ビ
ス

　
三
菱
電
機
は
、
１
月
31
日

に
竣
工
し
た
名
古
屋
市
の
ア

ー
バ
ン
ネ
ッ
ト
名
古
屋
ネ
ク

ス
タ
ビ
ル
に
、
サ
ー
ビ
ス
ロ

ボ
ッ
ト
と
連
携
す
る
エ
レ
ベ

ー
タ
と
入
退
室
管
理
シ
ス
テ

ム
を
納
入
し
、
ロ
ボ
ッ
ト
の

ビ
ル
内
自
律
移
動
を
支
援
す

る
「
ロ
ボ
ッ
ト
移
動
支
援
サ

ー
ビ
ス
」
を
提
供
す
る
。

　
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
・
ビ
ル

Ｉ
ｏ
Ｔ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

「
Ｖ
ｉ
ｌ
ｌ
ｅ
―
ｆ
ｅ
ｕ
ｉ

ｌ
ｌ
ｅ
（
ヴ
ィ
ル
フ
ィ
ー

ユ
）
」
を
活
用
し
た
「
ロ
ボ

ッ
ト
移
動
支
援
サ
ー
ビ
ス
」

を
提
供
し
、
サ
ー
ビ
ス
ロ
ボ

ッ
ト
の
ビ
ル
内
自
律
移
動
を

実
現
。
ロ
ボ
ッ
ト
か
ら
の
リ

ク
エ
ス
ト
に
応
じ
て
エ
レ
ベ

ー
タ
の
呼
び
出
し
や
行
き
先

階
を
登
録
し
、
逆
に
ロ
ボ
ッ

ト
に
対
し
て
配
車
号
機
や
扉

の
開
閉
情
報
、
エ
レ
ベ
ー
タ

の
乗
降
タ
イ
ミ
ン
グ
を
指
示

す
る
こ
と
で
、
警
備
ロ
ボ
ッ

ト
の
エ
レ
ベ
ー
タ
乗
車
や
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
エ
リ
ア
を
跨

い
だ
移
動
を
可
能
と
し
、
ビ

ル
管
理
業
務
の
省
人
・
省
力

化
に
貢
献
す
る
。

　
ま
た
顔
認
証
シ
ス
テ
ム
と

行
き
先
予
報
シ
ス
テ
ム
を
連

携
し
、
タ
ッ
チ
レ
ス
で
快
適

な
移
動
を
実
現
。
ウ
ォ
ー
ク

ス
ル
ー
で
の
エ
レ
ベ
ー
タ
乗

車
、
オ
フ
ィ
ス
フ
ロ
ア
へ
の

タ
ッ
チ
レ
ス
で
快
適
な
移
動

を
可
能
と
し
た
ほ
か
、
行
き

先
階
が
同
じ
利
用
者
を
同
じ

エ
レ
ベ
ー
タ
へ
ま
と
め
て
案

内
す
る
こ
と
で
エ
レ
ベ
ー
タ

オ
リ
エ
ン
タ
ル
モ
ー
タ
ー

小
型
、簡
素
化
を
実
現

中
空
ロ
ー
タ
リ
ー

ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ

　
オ
リ
エ
ン
タ
ル
モ
ー
タ
ー

は
、
中
空
穴
に
配
管
、
配
線

を
通
し
、
装
置
の
簡
素
化
や

小
型
・
省
ス
ペ
ー
ス
化
に
有

効
な
中
空
ロ
ー
タ
リ
ー
ア
ク

チ
ュ
エ
ー
タ
「
Ｄ
Ｈ
シ
リ
ー

ズ
」
を
発
売
し
た
。

　
同
製
品
は
、
５
相
ス
テ
ッ

ピ
ン
グ
モ
ー
タ
ー
に
中
空
ロ

ー
タ
ー
、
中
空
フ
ラ
ン
ジ
を

採
用
し
、
中
空
穴
に
エ
ア
配

管
、
配
線
、
光
線
を
通
す
こ

と
で
装
置
先
端
の
設
計
の
簡

素
化
や
小
型
・
軽
量
化
が
可

能
。
パ
ラ
レ
ル
リ
ン
ク
ロ
ボ

ッ
ト
の
吸
着
器
の
θ
軸
等
に

最
適
。
中
空
フ
ラ
ン
ジ
に
負

荷
を
直
接
取
り
付
け
る
こ
と

が
で
き
、
可
動
部
周
辺
の
部

品
点
数
削
減
、
装
置
設
計
や

部
品
選
定
の
時
間
を
短
縮
で

き
、
組
み
立
て
や
取
り
付
け

精
度
の
調
整
時
間
の
削
減
も

可
能
。
５
相
ス
テ
ッ
ピ
ン
グ

モ
ー
タ
ー
で
高
精
度
な
位
置

決
め
や
微
細
な
動
作
を
安
定

し
て
繰
り
返
す
こ
と
が
で

き
、
Ｃ
Ｖ
Ｄ
ド
ラ
イ
バ
（
別

売
）
と
組
み
合
わ
せ
る
と
、

マ
イ
ク
ロ
ス
テ
ッ
プ
機
能
、

ス
ム
ー
ス
ド
ラ
イ
ブ
機
能
で

低
速
運
転
時
の
振
動
を
抑
え

た
な
め
ら
か
な
動
作
が
で
き

る
。
取
付
角
寸
法
は
28
㍉
㍍

と
42
㍉
㍍
の
２
種
類
を
ラ
イ

ン
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。

　
定
価
は
３
万
４
０
０
０
円

か
ら
。
自
動
化
・
省
人
化
装

置
な
ど
産
業
用
に
展
開
す

る
。

中
空
ロ
ー
タ
リ
ー
ア
ク
チ
ュ

エ
ー
タ
Ｄ
Ｈ
シ
リ
ー
ズ

計
測
、
工
程
分
析
を
行
い
、

作
業
者
の
動
線
・
仕
掛
品
の

レ
イ
ア
ウ
ト
の
最
適
化
に
よ

る
生
産
性
の
向
上
や
フ
ォ
ー

ク
リ
フ
ト
と
の
衝
突
回
避
・

作
業
者
の
見
守
り
等
、
安
全

強
化
支
援
に
役
立
つ
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
・
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を

共
同
で
企
画
・
開
発
し
、
２

０
２
２
年
２
月
よ
り
販
売
を

開
始
す
る
。
同
パ
ッ
ケ
ー
ジ

に
は
所
在
探
索
や
動
線
管

理
、
禁
止
エ
リ
ア
立
ち
入
り

ア
ラ
ー
ム
等
、
屋
内
位
置
情

報
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て

必
要
な
機
能
一
式
が
テ
ン
プ

レ
ー
ト
と
し
て
あ
ら
か
じ
め

用
意
さ
れ
て
い
て
、
ユ
ー
ザ

ー
は
そ
の
中
か
ら
必
要
な
機

能
を
選
び
、
カ
ス
タ
マ
イ
ズ

の
た
め
の
コ
ス
ト
と
時
間
を

最
小
限
に
抑
え
た
形
で
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
提
供
が
可
能
と

な
る
。

　
日
本
電
産
は
提
携
済
み
の

Ｉ
Ｐ
Ｓ
パ
ー
ト
ナ
ー
網
と
連

携
し
つ
つ
、
測
位
精
度
向
上

や
Ａ
Ｇ
Ｖ
と
の
連
動
、
各
種

セ
ン
サ
情
報
の
取
り
込
み
等

を
、
ア
ド
ソ
ル
日
進
は
両
社

が
共
同
企
画
し
た
ア
プ
リ
の

開
発
を
担
当
す
る
他
、
Ｇ
Ｐ

Ｓ
や
Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
と
の
併
用

や
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
や

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
等
、
同

社
の
強
み
も
提
供
す
る
。

　
日
本
電
産
と
ア
ド
ソ
ル
日

進
は
、
屋
内
位
置
情
報
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
に
関
す
る

業
務
提
携
契
約
を
締
結
し

た
。

　
日
本
電
産
は
２
０
１
６
年

か
ら
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
Ｑ

ｕ
ｕ
ｐ
ｐ
ａ
社
の
戦
略
的
パ

ー
ト
ナ
ー
と
し
て
高
精
度
屋

内
位
置
測
位
シ
ス
テ
ム
（
Ｉ

Ｐ
Ｓ
）
を
輸
入
し
、
製
造
業

・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
・
物
流
・
ス

ポ
ー
ツ
解
析
な
ど
に
納
入
実

績
が
あ
る
。
業
務
提
携
で

は
、
Ｉ
Ｐ
Ｓ
の
位
置
デ
ー
タ

を
活
用
し
て
、
工
場
内
の
作

業
時
間
や
滞
留
時
間
を
自
動

アドソル日進と提携
日本電産

位置情報ソリューションで

の
停
止
階
を
削
減

し
、
利
用
者
が
多

い
通
勤
時
間
帯
な

ど
で
も
待
ち
時
間

を
減
ら
し
、
効
率

的
な
輸
送
を
実
現

し
て
い
る
。
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ものづくり・FA・自動化業界掲示板

新製品・新サービス

■オリエンタルモーター、αSTEP　AZシリーズコネ
クタタイプ発売
　オリエンタルモ
ーターは、バッテ
リレスアブソリュ
ートセンサ搭載の
「αSTEP　AZシ
リーズ」コネクタ
タイプを発売し
た。取付角寸法
60mm。小型モーター専用のロックレバー式コネクタ
を採用し、AZシリーズのモーターとドライバ間のダ
イレクト接続を可能にした。ケーブルの引き出し方向
を、出力軸側・垂直・反出力軸側の３タイプから選択
できる。
https://www.orientalmotor.co.jp/products/stepp 
ing/az_connector/features/
■SMC、省エア増圧弁（サイズ10A、20A）「VBAシ
リーズ」発売
　SMCは、省エア増圧弁（サイズ10A、20A）「VBA
シリーズ」を発売した。空気消費量を最大40%削減で
き、排気リターン回路により再利用エアで作動する。
作動音は65dB（A）で、既存製品より15dB（A）低
減している。また充てん時間も最大50%短縮し、寿命
向上によりメンテナンス頻度も低減できる。垂直・水
平取付ができ、既存製品と取付互換性を持っている。
https://www.smcworld.com/newproducts/ja-jp/22/
vba-x3145/
■ミネベアミツミ、無線可動タイプ最小・最軽量のコ
ンパクトスポットライト発売
　ミネベアミツミは、専用スマートフォンアプリ
「SALIOT」を使って美しい光を思いのままコントロ
ールできるスマートライティング機器「SALIOT　S
３シリーズ」を２月に発売する。
https://www.minebeamitsumi.com/news/
newproducts/2022/1202389_16579.html
■不二越、「スカイビングギヤシェープセンタGMS 
100」を発売

　不二越は、電機・
電子やEV、減速機、
航空機、医療関連分
野の小型部品をタ
ーゲットとした複
合加工機「スカイビ
ング　ギヤシェー
プセンタGMS100」
を発売した。

　スカイビング、ホブ、旋削、穴あけなど歯車加工工
程を１台に集約。外径～Ø100mm、全長～300mmまで
の小型ワークに最適。最適な軸構成と特殊加工ツール、
プログラムで旋削機能を強化した。旋削、穴あけ、歯
切り加工機のライン構成と比較し、設置面積を54%減
らしている。高剛性本体と多軸同時制御で自由曲面の
高精度加工も可能だ。
https://www.nachi-fujikoshi.co.jp/kos/gearshape/
gms100a.htm
■コーセル、PRBX製伝導冷却AC-DC電源を発売。フ
ァンレスの産業機器用途に
　コーセルは、グループ子会社でスウェーデンのスイ
ッチング電源メーカーのPowerbox社と共同開発した
700Ｗ伝導冷却AC-DC標準電源「OFI700A」を発売した。
　同製品は、産業機器の発熱部品の冷却でファンが使
えないアプリケーションが向けの電源で、ファンレス

で、ベースプレートからの熱伝導で放熱する構造とな
っている。ベースプレート温度は－40℃～＋95℃まで
のワイドな使用温度で、力率改善ユニット（ＰＦＣ）
内蔵、リモートコントロールによる出力ＯＮ／ＯＦＦ、
出力電圧状態監視（ＤＣ－ＯＫ）、インバータ動作状
態（ＩＯＧ）、補助電源12Ｖ0.1Ａなど多彩な付属機
能を搭載。また過電流、過電圧、過熱保護機能も備え
ている。
　屋外表示器やレーザー加工機などの産業機器をはじ
め、放送設備や通信設備、再生エネルギー関連機器な
どに最適。
https://ssl4.eir-parts.net/doc/6905/tdnet/2059419/ 
00.pdf
■NTN、小型・軽量のトルクダイオードを開発　産
業機械の小型軽量化に
　NTNは、逆入力遮断
クラッチ「トルクダイ
オード」の新ラインア
ップとして、従来品に
対して外輪外径を１/３
（10mm）、重量を１/14（５
g）にした小型・軽量の
トルクダイオード「TDL
８」を開発した。
　同製品は、モータと変速機など２つの動力伝達軸の
間に使用し、入力軸からの回転（トルク）を出力軸に
伝達し、出力軸からの回転（トルク）は入力軸に伝達
しない逆入力遮断クラッチ。同様の機能を持つ電磁ブ
レーキと比べて、電気や配線が不要となるため、搭載
機器の省エネルギー化が可能となり、停電時における
安全性能にも優れている。
https://www.ntn.co.jp/japan/news/new_products/
news202200008.html

企業トピックス

■ファナック、夜間休日サポートの「CS24サービス」
リーフレットを公開
　ファナックは、夜間や休日の機械稼働率の向上をサ
ポートする「CS24サービス」の紹介リーフレットを
公開した。同サービスは、夜間と休日のフリーダイヤ
ルで装置トラブルや技術問題についての電話相談がで
きるほか、緊急の部品発送も対応する。年会費は１万
1000円（保有台数１～10台）～となっている。
https://www.fanuc.co.jp/ja/service/leaflet/index.
html#cs24service
■カナデン、製品サイトにソリューションページを開
設
　カナデンは、製造現場から経営システムまですべて
の階層を効率化して課題を解決するカナデントータル
ソリューションの特設ページを公開した。セキュリテ
ィ、検査・測定、物流、自動化・効率化、遠隔監視、
省エネ・環境のソリューションを紹介している
https://products.kanaden.co.jp/solutionkanaden/
■たけびし、ベトナムに現地法人を設立
　たけびしは４月末にベトナム現地法人「TAKE 
BISHI　VIETNAM　CO.,LTD.」を開設する。2021
年４月にベトナム駐在員事務所を開設し、ベトナム／
日本において蓄電池用コンテナと制御盤の製作を展開
してきたが、今回現地法人を設けることで本格的な営
業活動を開始する。代表は吉村光史氏が務める。
https://www.takebishi.co.jp/topics/
■島津製作所と塩野義製薬、公衆衛生リスク評価の合
弁会社を設立
　島津製作所と塩野義製薬は、下水モニタリングなど
公衆衛生上のリスク評価を目的とした合弁会社「株式

会社AdvanSentinel（大阪市中央区、古賀正敏社長）
を設立した。
　塩野義製薬の強みであるサイエンスを活かした新規
分析手法の開発力と、島津製作所の強みである環境中
の分子測定技術などに加え、両社が培ってきた下水モ
ニタリングを通じたネットワーク２、３を持ちよるこ
とで、次なるパンデミックや公衆衛生上のリスク把握
に向けた体制を整える。はじめは下水モニタリングを
通じて、先ずは喫緊の課題であるCOVID-19の感染状
況のより正確な把握を進め、今後は、COVID-19以外
の感染症や人々の健康や生態系に好ましくない影響を
与えうる公衆衛生上のリスク評価を行い、「見える化」
する新たなインフラを構築を進める。
■不二電機工業、オンライン通販サイト（WEB-EDI）
をリニューアル
　不二電機工業は、オンライン通販サイト「WEB-
EDI」全面リニューアルした。デザインやページ構成
を一新し、各製品の仕様も詳細な情報を掲載している。
2022年２月以前に利用していたユーザーは、リニュー
アルにともなって新たに会員登録が必要となる。
https://www.fujidk.co.jp/products/news/2022/0019 
37.html
■サンミューロン、取扱説明書をペーパーレス化
　サンミューロンは、XL・XL３形表示灯の取扱説明
書をペーパーレス化し、２月１日以降の出荷分から取
扱説明書の同梱を廃止した。取扱説明書はホームペー
ジで確認できる。
http://www.sunmulon.co.jp/sun/whats/whats130/
W130.html
■明電舎、SF６ガス不使用145kVタンク形真空遮断器
を世界初納入
　明電舎のグループ会社である明電アメリカスイッチ
ギヤはこのたび、米国の電力協同組合Golden　
Valley　Electric　Association（GVEA）へ145kVタ
ンク形真空遮断器を納入した。SF６ガスを用いない
145kVタンク形真空遮断器の納入は世界初となる。
　明電アメリカスイッチギヤは明電グループの変電事
業において環境貢献製品を取り扱う米国製造拠点。北
米での真空遮断器の製造・販売および真空インタラプ
タの販売強化を図るとともに、海外変電事業の拡大を
目指している。
https://www.meidensha.co.jp/news/news_03/
news_03_01/1238409_2469.html
■三菱電機、大陽日酸へのSCADA導入事例を公開
　三菱電機は、FAとITのデータを一元的に管理し、
データの監視・分析を行えるオープンなIoTプラット
フォームとなる「SCADA　GENESIS64」を、産業
ガスメーカーの太陽日酸の見える化基盤として導入し
た事例を公開した。
https://www.mitsubishielectric.co.jp/fa/compass/
casestudies/custom/ccase52/index.html
■ヒルシャー、EtherNet/IP機器開発ガイドセミナー
開催
　ヒルシャーは、２月14日～18日にオンライン（Zoom）
で開催されている「EtherNet/IP機器開発ガイドセミ
ナー」（ODVA主催）に出展する。産業用イーサネ
ットの中でも市場で重要なポジションを占めている
EtherNet/IP機器の開発に対応するヒルシャーの
ASICやPCカード、組込み通信モジュールなどの製品
をセミナー内で紹介する予定。
■サンケン電気、Youtubeチャンネルを開設
　サンケン電気は、Youtubeチャンネルを開設した。
製品のチューニングやパラメータ調整のやり方など技
術的な内容や、会社紹介などを取り上げている。
https://www.youtube.com/channel/UCSlVewNrnu
１EuQl-tr５ekqw
■ダイヘン、連結子会社のダイヘン電機システムを吸
収合併
　ダイヘンは、100％子会社で産業用変圧器や受変電

設備、分散電源機器、雷害対策機器などの販売を行な
っているダイヘン電機システムを吸収合併し、営業体
制の強化・効率化を図る。
https://www.daihen.co.jp/ir/pdf/2022_0202_gappei.
pdf
■日新電機、金属加工部品の外販ビジネスを開始
　日新電機は、海外生産拠点と連携し、海外拠点で生
産した加工部材を国内の加工拠点に輸送し、高精度な
仕上げ加工を付加し提供する外販金属加工ビジネスを
開始し、１月に初出荷した。2021年５月から「装置部
品ソリューション事業」として独立した一つの事業セ
グメントとし、産業用装置・部品受託生産事業を行な
っており、その一環となる。
　今回出荷した部材は、ミクロン単位の精度が要求さ
れる産業機械向け製品の主要部材となるベースフレー
ム。日新電機ベトナムで部材を製缶加工・溶接し、本
社工場に輸送後、新たに導入した高精度切削加工機に
より精密加工を実施して納品した。

　今後、受注拡大と無人化と自動化によって加工時間
単価を引き下げ、コスト競争力を高め、22年度売上高
８億円を目指す。
https://nissin.jp/news/220127/
■イートンエレクトリックジャパン、蓄電池とUPSの
動作検証報告
　イートンエレクトリックジャパンは、UPS　９SX
・５Pシリーズにて、エリーパワー製のリチウムイオ
ン蓄電池「PSS-30」と動作検証を行い、正常動作を
確認した。低消費電力のPC長時間バックアップ用途
や、BCP対策のシステム提案などに役立てられる。
https://www.eaton-daitron.jp/tech/10557.html

イベント・セミナー・
キャンペーン

■エニイワイヤ、クイズに答えて家電が当たる「ATS
クイズキャンペーン」開催
　エニイワイヤは、オンライン開催中のIIFES2022に
合わせ、特別企画「ATSクイズキャンペーン」を実
施している。
　ATS（Anywire　Technology　Station）は、同社
独自の技術やソリューションをオンライン上で見学で
きるショールーム。サイトで公開中の８つのコンテン
ツにそれぞれ記載されているキーワード（ひらがな）
８文字をキャンペーンサイトの専用フォームに入力し
て応募できる。抽選で５人に豪華景品（三菱電機製の
家電）をプレゼント。はずれてもWチャンスとして先
着200人に必ずもらえる景品を用意している。
https://www.anywire.jp/news/20220208.html
https://www.anywire.jp/iifes2022_campaign/
■パトライトとビジネスエンジニアリング、AirGRID
　WD連携ソリューションウェビナー
　パトライトとビジネスエンジニアリングは、２月21
日13:30～14:30にオンラインで無料ウェビナー「稼働
監視ｘ設備保全のデジタル化で、製造現場を強く賢
く！WD連携ソリューション『mcframe　SIGNAL　
CHAIN』」を開催する。定員は100人。
　ウェビナーでは、ERPなど様々なシステムを開発
しているビジネスエンジニアリングが、AirGRID　
WDが「mcframe　SIGNAL　CHAIN」との連携で
どのように役立てるかを実例をまじえ詳しく紹介する。
https://promotion.patlite.co.jp/webinar/IoT0221


